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【目的】 








 人工内耳装用者（CI 群）8 名および健聴者（NH 群）32 名を対象とした.各群に対し，
無響室にて，雑音および環境音を SD法による聴覚印象により分類させた．使用する音源
は 38 種類の雑音および環境音で，等価騒音レベル 65dB，75dB の 2 種類の強さのレベ







 クラスター分析では，呈示音圧レベル 75dB において，NH 群は 38 種類の音源が 6 つの
クラスター（群）に，CI 群は，5 つのクラスターに分かれた． 
因子分析は，音源についての各形容詞対の 7 段階評価の平均評価値をもとに行った．
NH 群は，3 因子が抽出され，3 種類の因子は，第Ⅰ因子が美的因子，第Ⅱ因子が金属性
因子，第Ⅲ因子が迫力因子となった．CI 群は，2 因子が抽出された．CI 装用者における
第Ⅰ因子と第Ⅱ因子の因子得点の関係は，呈示音圧レベルが高くなるにつれ，Ⅰ因子の因
子得点が小さくなり(p<0.01)，Ⅱ因子の因子得点が大きくなった(p<0.05，Mann–Whitney
の U 検定)． 







NH 群の印象評価に基づく音源の分類は，3 因子に分かれ，3 因子は美的因子・迫力因
子・金属因子に該当した．これまで報告された研究の因子分析結果と一致していた．CI 群





 CI 群の第Ⅰ因子の上位 3 音源の音響解析より，音源の時間および周波数パワースペクト
ルにおける音波の両方の振幅は単調であった．CI 群の第Ⅰ因子を「単調因子」と考えるこ






ている音源と CI 装用者の聴いている音源を比較することが最もわかりやすい．そこで CI
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の音声処理方法に着目した．まず，CI は語音を聴取できることを目的に作られているた



























CI装用者 8名と age-matchをおこなった対照群 32名に対し、38種類の雑音および環境
音で、等価騒音レベル 65dB と 75dB の 2 種類の強さでランダムに提示し、semantic 










































































Q11：SD法を 1から 7としたのはなぜか？ 
A11：先行研究と比較するために、田中らの実験デザインにあわせた。 
Q12：対照群の中にも内耳障害があるひとが含まれている。内耳障害のあるなしで結果が異
なっていなかったか？ 
A12：内耳障害のあるなしについて今回はデータを提示しなかったが、調べて、過去の学会
で発表をした。内耳障害のあるなしに関わらず、因子数に差はなかった。 
Q13：難聴のあるなしで中枢の可塑性変化が異なってくる。中枢の影響を考慮しているか？ 
A13：今回は考慮していない。将来的にそのことも視野にいれて、実験を行っていきたい。 
Q14：視覚情報を組み合わせると、聴覚印象に影響がでるのではないか？ 
A14：その可能性は高い。将来、そのような実験デザインも試みたい。 
Q15：CI の目的はことばの聞き取りなので、環境音や騒音を調べることでどのようなこと
がわかるのか？ 
A15：雑音下での聞き取りは CI でも補聴器と同様に成績が落ちる。背景音の影響を受けて
いるという事実より、環境音や騒音を調べることは、将来の聞き取りの向上へ寄与するこ
とが考えられる。 
 
以上のように、申請者は適切な回答を行った。人工感覚器による自覚的感覚の研究の端緒
となり、臨床現場における自覚的感覚の評価として応用できる方法を提示し、有効性を検
証、証明した斬新な研究であると総括された。その後、主査および副査による協議により、
本論文は学位を授与するに値する研究と評価された。 
